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青
年
部
活
性
化
事
業

青年部

農
産
物
の
無
料
配
布

　

12
月
12
日
、
道
の
駅

北
側
Ｊ
Ａ
駐
車
場
に
お

い
て
、
青
年
部
活
性
化

事
業
農
産
物
無
料
配
布

を
行
っ
た
。

　

当
日
は
、
さ
つ
ま
い

も
（
な
る
と
金
時
、
シ

ル
ク
ス
イ
ー
ト
、
安
納

芋
、
パ
ー
プ
ル
ス
イ
ー

ト
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ス
イ

ー
ト
）
と
栗
カ
ボ
チ
ャ

（
ブ
ラ
ッ
ク
の
ジ
ョ
ー
）、
小
豆
缶
を
50
セ
ッ
ト
用
意
し
、

10
分
程
度
で
配
り
終
え
た
。

　

今
回
の
配
布
に
よ
り
町
内
で
さ
つ
ま
い
も
作
り
を
し
て

い
る
事
や
来
年
度
の

本
格
販
売
に
向
け
て

の
Ｐ
Ｒ
、
小
豆
と
か

ぼ
ち
ゃ
を
煮
て
食
べ

る
「
い
と
こ
煮
」
を

紹
介
す
る
こ
と
で
、

砂
糖
の
消
費
拡
大
を

行
っ
た
。

　

今
後
は
、
最
終
年

度
と
な
る
青
年
部
活

性
化
事
業
の
事
業
計

画
を
立
て
て
い
く
。

多く集まった来場者

配布した農産物

農
業
経
営
塾

第５回
「
営
農
計
画
書
を
作
成
し
よ
う
！
」（
事
業
・
金
融
・
農
産
部
門
）

　

12
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹

町
に
お
い
て
、
10
名
の
受

講
生
が
出
席
の
下
、
第
５

回
農
業
経
営
塾
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
、
生
産
資
材
課

照
井
源
基
氏
、
経
営
相
談

課
川
原
課
長
補
佐
、
農
産

部
高
木
部
長
を
講
師
に
「
営

農
計
画
書
を
作
成
し
よ
う
！

（
事
業
・
金
融
・
農
産
部

門
）」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義
を
行
っ
た
。

　

生
産
資
材
課
で
は
、
資
材
価
格
表
を
用
い
な
が
ら
計

画
書
の
作
成
に
つ
い
て
の
説
明
の
他
、
各
種
奨
励
金
や

資
材
代
金
の
精
算
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

金
融
・
農
産
部
門
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
計
画

書
作
成
演
習
の
続
き
を
行
い
、
畑
作
物
に
係
る
交
付
金

の
入
金
ま
で
の
流
れ
等

を
確
認
し
た
。

  

次
回
は
２
月
に
「
資

材
・
燃
油
関
係
の
世
界

動
向
と
物
流
」（
ホ
ク

レ
ン
職
員
）
と
「
事
業

継
承
・
経
営
移
譲
に
つ

い
て
」（
公
認
会
計
士

竹
川
博
之
氏
）
を
行
う

予
定
。

演習の様子

サポートする職員

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

令
和
３
年　

農
事
組
合
長
決
定

職
名

組
合
名

氏
　
　
　
　
　
　
名

会
長

上
大
樹

髙

橋

　

聡

副
会
長

日

方

鈴

木

一

紀

副
会
長

拓

進

鈴

木

和

昭

　

１
月
25
日
、
Ｊ
Ａ
会
議
室
に
お
い
て
、
新
役
員
に
よ

る
第
１
回
農
事
組
合
長
会
議
が
行
わ
れ
、
会
長
と
副
会

長
を
新
た
に
選
任
し
た
。

組 

合 

名

氏
　
　
　
　
　
　
名

中

　

島

氏
　
家
　
健
太
郎

上

中

島

村

田

一

浩

石

　

坂

髙

野

芳

博

開

　

進

建

木

雄

一

振

　

別

穀

内

隆

志

大

　

光

佐

藤

照

実

拓

　

北

吉

田

泰

裕

尾

　

田

村

瀬

正

紘

豊

　

里

山

口

義

則

大

　

和

水

野

直

人

東

　

和

前

崎

卓

也

下

大

樹

半

田

佑

介

萠

　

和

井

川

　

潤

芽

　

武

酒

井

勝

栄

歴

　

舟

遠

藤

和

重

美

　

成

海

冨

祐

治

　

各
地
区
の
農
事
組
合
長
は
次
の
通
り
。
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　ＪＡ大樹町女性部ボランティアグルー

プ「スマイル会」（井戸川美子会長）は、

１月28日に交流会が中止となった大和・

上大樹・下大樹地区の対象者へ、１月20

日に手作りしたマグネット付き帽子と感

染症防止のためにマスク１箱を手渡した。

　大樹町和牛生産改良組合は、12月３日、町内の小・

中学校、高校の給食で実施された「ふるさと給食」

のために、米谷英幸さん（萠和農事組合）が生産し

た「大樹和牛」のモモ・バラ肉を各15㎏、５８０

食分無償提供した。

　提供した肉はビーフシチューに調理。岡本透組合

長も小学６年生とともに給食を食べ、地場産品に対

する理解を深めた。

　12月15日、ＪＡ会議室において、ＪＡ青年部及び

女性部、農業後継者を対象とした説明会、意見交換会

を開催した。

　当日は、青年部員・女性部員・農業後継者合わせて

11名が参加。ＪＡからは常勤、参事、各部長が出席

した。

　午前は、各部長より「令和３年度営農の取組」の説

明を行い、午後からは「常勤・非常勤理事との意見交

換会」を開催した。参加者からは、質問や要望など活

発な意見が出され、有意義な時間となった。

　ＪＡセルフスタンドでは、12月17日と18日の両

日で「年末大謝恩祭」を行った。

　このイベントは今年で13年目を迎え、ガソリン・

軽油25ℓ以上の店頭給油で初日に生卵、2日目は年

末恒例の切り餅を各日500台分用意。また、乳製品

が当たるスピードくじチャレンジやホクレンＳＳポイ

ント10倍も実施した。

　両日とも天候に恵まれ多くのお客様に利用いただいた。

　販売実績は、１日目の来客台数は417台、ガソリン・

軽油販売量11.2㎘、2日目は来客台数583台、ガソ

リン・軽油販売量15.3㎘となった。

和牛生産改良組合
ふるさと給食

青年部・女性部

年末大謝恩祭

令和３年度営農の取組説明会および
常勤・非常勤理事との意見交換会

JAセルフスタンドスマイル会女性部
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大
樹
町
乳
牛
改
良
同
志
会
定
期
総
会
開
催

　

１
月
15
日
、
Ｊ
Ａ
大
会
議
室
に
お

い
て
、
本
人
出
席
13
名
、
委
任
出
席

４
名
の
も
と
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
木
村
会
長
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

昨
年
は
全
て
の
共
進
会
が
中
止
と
な

り
、
非
常
に
残
念
な
１
年
と
な
っ
た
。

今
年
は
先
行
き
が
見
通
せ
な
い
中
、

ま
ず
４
月
の
南
十
勝
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ

開
催
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
酒
森
町
長
よ
り
、

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
沈
静
化
に
目

処
が
立
た
な
い
厳
し
い
状
況
下
で
も
、

同
志
会
員
一
同
、
意
を
強
く
持
っ
て

乳
牛
改
良
を
目
指
す
仲
間
の
絆
を
更

に
強
く
し
て
頂
き
た
い
」
と
挨
拶
。

坂
井
組
合
長
か
ら
は
、「
第
53
回
宇

都
宮
賞
に
お
い
て
、
我
ら
の
同
志
で

あ
る
振
別
地
区
の
穀
内
和
夫
さ
ん
が

受
賞
と
な
り
、
大
変
喜
ば
し
い
ニ
ュ

ー
ス
と
な
っ
た
。
同
志
会
の
若
い
皆

様
に
は
常
に
目
標
を
持
っ
て
努
力
し

て
頂
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　

議
案
は
、
令
和
２
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
書
な
ど
、
全
７
議

案
を
上
程
。
審
議
の
末
、
全
議
案
が

可
決
さ
れ
た
。

◦
令
和
３
年
度 

新
役
員
◦

会　

長　

木
村
達
也

副
会
長　

水
野
穣
治

会　

計　

穀
内
隆
志

理　

事　

金
丸
寛
樹
・
辻
本　

仁

　
　
　
　

髙
橋　

聡
・
辻
本
洋
平

監　

事　

前
田
竜
志
・
水
野
智
貴

定期総会の様子

令和２年度役員のみなさん

息子のトムさん

ケリーさんによる概要説明

牧羊犬と羊 通訳を介した牧場説明毛刈りを終えた羊とスティーブンさん

Ｊ
Ａ
大
樹
町 

農
業
塾

海
外
農
業
視
察
研
修

視
察
先
5

Ｓ
＆
Ｋ
ベ
ネ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
南
島
の
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
か
ら
テ
カ
ポ
湖
方
面
に

車
で
約
２
時
間
の
場
所
に
あ
る
ベ
ネ
ッ

ト
フ
ァ
ー
ム
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
羊
と
肉
牛
を
飼
育
し
て
お
り
、
羊

は
ロ
ム
ニ
ー
種
と
サ
フ
ォ
ー
ク
種
を
多

い
時
に
６
，
０
０
０
頭
、
肉
牛
は
ア
ン

ガ
ス
種
と
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
種
を
１
０
０

頭
飼
養
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
頭
数

を
４
０
０
ha
の
面
積
で
、
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
さ
ん
ケ
リ
ー
さ
ん
夫
妻
と
息
子
の
ト

ム
さ
ん
３
人
で
経
営
し
、
忙
し
い
時
期

の
み
毛
刈
り
職
人
を
雇
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
エ
サ
は
放
牧
地
で
食
べ
、
冬
期

間
に
給
与
す
る
エ
サ
と
し
て
牧
草
を
収

穫
す
る
他
に
ケ
ー
ル
２
種
、
シ
ル
バ
ー

ビ
ー
ト
も
良
く
食
べ
る
た
め
、
栽
培
・

収
穫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

牛
は
生
後
６
ヶ
月
１
５
０
㎏
程
度
の

育
成
牛
を
４
０
０
ド
ル
で
購
入
し
、
18

ヶ
月
５
０
０
㎏
程
度
に
な
っ
た
牛
を
１
，

５
０
０
ド
ル
で
売
却
す
る
そ
う
で
す
。

羊
は
４
月
に
オ
ス
４
頭
に
対
し
て
メ
ス

５
０
０
頭
を
、
放
牧
地
で
一
緒
に
飼
う

こ
と
で
自
然
交
配
さ
せ
ま
す
。
近
親
交

配
に
な
ら
な
い
よ
う
、
オ
ス
は
毎
年
入

れ
替
え
る
そ
う
で
す
。
１
年
に
３
，
０

０
０
頭
生
ま
れ
る
子
羊
の
う
ち
、
メ
ス

５
０
０
頭
を
繁
殖
用
と
し
、
残
り
２
，

５
０
０
頭
を
ラ
ム
と
し
て
６
ヶ
月
程
度

で
出
荷
し
ま
す
。
羊
は
年
に
２
本
歯
が

生
え
て
く
る
の
で
、
歯
の
本
数
で
年
齢

を
把
握
し
、
歯
が
悪
く
な
る
と
エ
サ
の



たいき5( )

庭で飼われているアヒル

広大な草原

リビング

見学の様子

近くにある自宅

羊の家畜舎での集合写真

食
い
込
み
が
悪
く
な
る
の
で
７
年
以
内

に
更
新
す
る
そ
う
で
す
。
ラ
ム
肉
と
は

生
後
12
カ
月
以
内
の
永
久
歯
の
生
え
て

い
な
い
子
羊
の
こ
と
で
、
ク
セ
が
な
く

脂
肪
も
少
な
い
た
め
食
べ
や
す
い
そ
う

で
す
。
マ
ト
ン
は
２
歳
か
ら
７
歳
程
度

で
、
永
久
歯
が
２
本
以
上
生
え
て
い
る

「
メ
ス
の
羊
」
や
「
去
勢
さ
れ
た
オ
ス

羊
」
を
指
し
ま
す
。
マ
ト
ン
は
少
し
ク

セ
が
あ
る
為
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で

は
食
べ
る
文
化
は
無
い
で
す
が
輸
出
用

と
し
て
出
荷
し
ま
す
。
日
本
で
は
中
々

見
か
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ラ

ム
と
マ
ト
ン
の
間
に
「
ホ
ゲ
ッ
ト
」
と

呼
ば
れ
る
時
期
も
あ
る
そ
う
で
す
。
１

頭
あ
た
り
の
価
格
は
、
ラ
ム
で
１
５
０

ド
ル
、
マ
ト
ン
で
は
２
０
０
ド
ル
程
度

だ
そ
う
で
す
。「
去
勢
さ
れ
て
い
な
い

オ
ス
」
は
食
用
で
は
な
く
、
羊
毛
の
他
、

家
畜
や
ペ
ッ
ト
の
エ
サ
、
肥
料
と
し
て

使
わ
れ
ま
す
。
羊
の
毛
刈
り
は
１
年
に

１
回
５
０
０
頭
ず
つ
、
時
期
を
ず
ら
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
羊
毛
は
日
本
円
で

１
㎏
２
、
３
ド
ル
で
す
。
メ
リ
ノ
ウ
ー

ル
で
あ
れ
ば
１
㎏
21
ド
ル
ほ
ど
価
格
が

高
い
で
す
が
、
よ
り
乾
燥
し
た
地
域
で

生
息
す
る
品
種
で
あ
る
た
め
、
当
牧
場

で
は
飼
養
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
１

頭
あ
た
り
３
分
程
度
か
か
る
毛
刈
り
か

ら
数
キ
ロ
の
羊
毛
を
得
て
牧
場
で
袋
詰

め
す
る
と
こ
ろ
ま
で
が
仕
事
だ
と
考
え

る
と
、
た
い
し
た
額
に
な
ら
な
い
と
言

っ
て
い
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
さ
ん
の
気
持

ち
が
少
し
で
す
が
分
か
っ
た
気
が
し
ま

し
た
。
３
人
で
の
家
族
経
営
を
支
え
て

い
る
の
が
、
牧
羊
犬
で
あ
る
ボ
ー
ダ
ー

コ
リ
ー
で
す
。
目
で
追
う
犬
と
吠
え
て

追
う
犬
が
い
る
そ
う
で
、
ベ
ネ
ッ
ト
フ

ァ
ー
ム
で
は
７
頭
の
う
ち
吠
え
る
犬
が

３
頭
で
し
た
。
実
際
に
羊
を
追
い
込
む

場
面
も
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
１

頭
も
は
ぐ
れ
る
こ
と
な
く
群
れ
を
操
っ

て
い
ま
し
た
。
優
秀
な
牧
羊
犬
で
あ
れ

ば
80
万
円
も
す
る
そ
う
で
す
が
、
一
番

大
事
な
の
は
飼
い
主
の
指
示
に
従
う
こ

と
が
で
き
る
か
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

ボ
ー
ダ
ー
コ
リ
ー
を
買
え
ば
い
い
と
い

う
話
で
は
な
い
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
建
て
た
ば
か
り
の
住
宅
も
見

せ
て
い
た
だ
き
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
っ

て
い
る
ヤ
ギ
や
ク
ネ
ク
ネ
ピ
ッ
ク
と
い

う
黒
白
の
豚
、ア
ヒ
ル
や
子
猫
と
壮
大
な

自
然
の
中
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
心
休
ま

る
生
活
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

経
営
だ
け
で
な
く
大
き
な
視
野
で
人
生

を
考
え
る
上
で
の
貴
重
な
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
今
後

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

担
当

：

山
下　

功
典

�

陽
子
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 おい

「不良
・サ

量

ま

思

に

 栄養

「自
・収

牧

・定

が

 常に

「カラ
・手

く

の

を

～
 充分

「B
・栄

・栄

能

 ルー

「エサ
・牛

エ

・配合飼料等の穀物を一気に食べると、ルーメンアシドーシスを引き起こすリスクが高

ま

エサ寄せの

【フリース

☆エサ寄せ

☆エサ寄せ

（労働力が

☆給

*

牛の体

※詳細は普

いしいエサを

良発酵・カビ
サイレージの

量を低下させ

ます。 

思い切って給

に取り除いて

養充足・バラ

自給飼料の変
収穫年の気象

牧草の栄養成

定期的に自給

が調整された

に食べられ

ラの飼槽・届
手間ひまかけ

っても、牛

口が届く範

空にせず、効

牛の安楽と
分な栄養状

BCSの変化
栄養が不足す

栄養バランスの偏りは、体内を整えるためにエネルギーを消費（ロス）したり、肝機

が低下しま

ーメン内の恒

サの制限や栄
牛は採食行動

エサを食べま

まります。

の方法（例）

ストール・フ

せのタイミン

せの場所：飼

がない場合）

給餌の時間

* ＴＭＲの

・免疫

普及センター

をつくる

＝乾物摂取
の不良発酵や

せます。そし

給与を止める

て給与しまし

ランスの取

変化＝栄養成
象経過、ほ場

成分が異なり

給飼料の成分

たエサを給与

れるように飼

届かないエサ
けて「おいし

が食べられ

囲に常にエサ

効率的なエサ

とルーメン
状態は体調を

（痩せたり太
すると免疫力

ます。 

恒常性を維

栄養バランス
動が制限さ

ます。

フリーバーン

ング：給餌後

飼槽壁から

と回数：夕方

２次発酵リ

疫力を高

ーへお問合わ

取量が低下」
カビは、嗜好

て、ルーメ

、または、腐

ょう。 

れたエサを

分の変化」
の草種・植生

ます。 

分析をおこな

しましょう。

槽を管理す

サ＝採食量が
くバランス

なければ意味

サがあるこ

サ寄せをしま

ンの安定に配
を整える

太ったり）＝
力が低下し、

維持してルー

スの変化＝ル
れたり、飼

ンでＴＭＲ給

後１時間以内

30～60cm の

方１回/日*

スクが低い

高める

わせください。

性が悪く乾

ン内環境を変

敗した部分

をつくる

生、刈取時期

ない、栄養バ

。

する

制限・不足
サ

味がありませ

とが大切です

ましょう。

配慮して牛

＝栄養の過不
感染症に罹

ーメン微生物

ーメン内環
槽にエサが

給与の場合

内、４時間

の位置（寄せ

*

。

乾物摂取

変動させ

分を丁寧

期により 

バランス

足」
サ」をつ

せん。牛

す。飼槽

牛が持ってい

不足・バラン
罹患しやすく

物の増殖を

環境が変化」
が無い状態が

】

以内

せすぎない）

エサ

いる免疫力

ンスの偏り」
なります。

促進する

が続くと、給

整備

サイレー

２次発酵

ありません

エサ

力を引き出す

給餌後一気

備されたサイ

ージの不良発

酵

届きません

す～

気に 

イレージ堆積

発酵・カビ・

ん

積場

・

力

の取れたエ

場合 が

が

日々、酪酪農家ががおこななうこと
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～牛サ

今回は

施設面

入って

農場内で

牛の気持

 牛

• 草食

• いつ

• 集団

• 牛同

弱い

• 経験

連動

カウ

育成

乾乳後期牛

哺乳牛

転ばぬ先
牛の体

活用されて

• 生菌剤Ａ

腸内の善
などの上

• 生菌剤Ｂ

枯草菌が

• サルモネ

届出対象
防御とい

牛の発育

サルモネラ症

は伝染病予防

面、管理面の

きたサルモ

とくに抵抗

持ちに

はどういう動

食動物である

つもと違うこ

団行動を好む

同士の社会的

い牛への配慮

験したことの

動スタンチョ

ウトレーナー

成期に慣れさ

先の杖
に入ってしま
ています。 

Ａ

善玉菌を増殖
上皮細胞への

Ｂ

が産生する酵

ネラワクチン 

象のダブリン
いう観点から開

育・生

酪

症を中心と

防のための

の配慮が牛

モネラなど

力が弱い牛

慮する

動物かを理

る

ことに不安を

む（独りにな

的順位がある

慮が必要です

のないものに

ョン・ミルカ

ー・牛床での

させておくこ

分娩前後
の子牛

離乳移行

いざとい

まった病原体の

殖させ悪玉菌
の侵入を阻止

酵素により、サ

・ティフィムリウ
開発されました

ステー

酪農場・畜

とした伝染

の牛のストレ

牛の免疫力を

どの病原体を

牛たち

る

理解する。

を感じる（変

なると極度に

る

す。

に強い警戒心

カー・ウォー

の寝起き・電

ことが大切で

後の経産牛と出

行期

うときのた

の体内での増

を抑制します
します。 

サルモネラなど

ウムに対して
た。 

ージによる

産農場にお

病対策（７

レス緩和、

を高めます

を死滅させ

変化を嫌う）

に不安になる

心を持つ

ーターカップ

電牧線など、

です。 

出生直後 産褥

ために 生菌
増殖を抑え、体

す。産生される

どの細胞壁を

て攻撃性を持つ

生理
が大
もス
いる
この
スを
限の
など

る抵抗力

おける防疫

７回目：病

採食量の確

す。また、健

せます。 

る）

プ・ 

褥牛・高泌乳牛

菌剤・ワクチ
体外に排出さ

る有機酸が腸

を壊して死滅さ

つ不活化ワク

理的・環境的
大きく、農場
ストレスを抱
る牛たちです
の子たちのス
を軽減させる
の管理（栄養
ど）と施設が

力の違い

対策 

原体に負け

確保につい

健康なルー

牛

チンの活用
させないため

腸粘膜機能を

させます。 

クチンです。感

的な変化
場内で最
抱えて
す。
ストレ
る最大
養・移動
必要で

に配慮

けない体づ

いて紹介しま

ーメン環境は

用
に生菌剤やワ

を向上させ、サ

感染防御では

る

づくり）～

ます。 

は口から 

ワクチンが 

サルモネラ 

はなく発症 

配

産 す

生理的・環境的な変化
が大きく、農場内で最
もストレスを抱えてい
る牛たちです。
この子たちのストレス
を軽減させる最大限の
管理（栄養・移動など）
と施設が必要です。

十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信

酪農場 ・畜産農場における防疫対策
～牛サルモネラ症を中心とした伝染病対策（７回目：病原体に負けない体づくり）～

　今回は伝染病予防のための牛のストレス緩和、採食量の確保について紹介します。

　施設面、管理面の配慮が牛の免疫力を高めます。また、健康なルーメン環境は口から入ってきた

サルモネラなどの病原体を死滅させます。
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JAグループ通信 JA北海道中央会

ホクレン JA北海道厚生連
　ホクレングリーンネットショップが２月から

「HOKUREN GREEN＋PLUS（ホクレングリ

ーンプラス）」にリニューアル！引き続き全国の

お客さまに、北海道産農畜産物のコアファンとな

っていただけるようなオンラインショップを運営

してまいります。出品希望商品などございました

　ＪＡグループ北海道の連合会の活動内容を

紹介します。各団体の詳しい取り組み内容は

ＷＥＢサイトをご覧ください。

　このたび本会では、組合員ならびに地域住民の
皆様への情報発信の場として、公式 Twitter を開
設いたしました。本会の情報はもちろん、各事業
所におけるイベントの開催情報やその様子など、
四季折々の情報を発信してまいります。開設した

ら、お気軽にご相談く

ださい。

https://www.hokuren-greenplus.jp

ばかりではございま
すが、皆様にとって
有益な情報を発信で
きるよう努めてまい
りますので、ＱＲコー
ドより当アカウント
のフォロー登録をお
願いいたします。

　全国農業協同組合中央会は、「国消国産※」の理解醸成をすすめるため、情報発信のメインターゲットとす

る若年層に強い影響力を持つアイドルグループ「乃木坂46」を起用し、特設ＷＥＢサイトを展開しております。

〇特設ＷＥＢサイト

　ＨＰアドレス：https://www.asahi.com/ads/nogizaka46ja/

JA北海道信連 JA共済連北海道
　ＪＡバンク北海道は、2018年より地域活性化を

目的に、ファイターズとスポンサー契約を締結し

ています。この権益を活用して、これまでキャン

ペーン等を実施してまいりました。また、ファイ

ターズがＣＳＲ活動として実施している「ゆきの

ね奨楽金」にも協賛し、子どもたちを対象にしたウィ

　ＪＡ共済連北海道では、地域貢献活動の一環と

して、帯広農業高校と岩見沢農業高校の２つの農

業高校に、実践教育用の農業機械としてトラクター

を寄贈いたしました。

　この活動は農業後継者の育成支援を目的に、令

和２年度から実施することといたしました。

　この取り組みによって、農業の未来を担う学生

たちの実習環境がさらに向上し、学生たちがより

実践的な知識や技術を習得することで、将来、農

業分野のスペシャリストや農業後継者として活躍

することを願っています。

ンタースポーツの

普及を支援してい

ます。先ごろ、「ゆ

きのね奨楽金」の

贈呈式が札幌ドー

ムで催されました。

　特設ＷＥＢサイトで展開するクイズコンテンツを用いて、国内農業が抱え

る諸課題（生産基盤の弱体化、食料自給率の低迷等）について、乃木坂46の

メンバーがわかりやすく解説しており、メンバーと楽しく学べるスタイルと

なっております。

　その他、メンバーからの国内農業に対する応援メッセージの掲載や、メン

バーがそれぞれの「推し食材」を食べる動画も公開しておりますので、是非

ご覧ください。

※「国消国産」とは、国民が必要とし消費する食料は、その国で生産することが基本であるという考え方。
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
13
回 

１
／
27

★
報
告
事
項

１　

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
運
営
委
員

会
の
報
告
に
つ
い
て

２　

大
樹
町
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
等
適
正
処
理
対
策
協
議

会
運
営
委
員
会
の
報
告
に
つ

い
て

３　

令
和
２
年
組
合
員
勘
定
の
実

績
に
つ
い
て

４　

令
和
２
年
組
合
員
勘
定
の
営

農
形
態
別
実
績
と
分
析
に
つ

い
て

５　

対
策
指
導
農
家
等
の
令
和
２

年
組
合
員
勘
定
の
実
績
に
つ

い
て

６　

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

７　

子
会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い

て

８　

第
３
四
半
期
自
治
監
査
の
結

果
に
つ
い
て

９　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

10　

令
和
３
年
農
事
組
合
長
に
つ

い
て

11　

令
和
２
年
度
決
算
の
見
通
し

に
つ
い
て

12　

職
員
の
退
職
に
つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

北
海
道
農
業
協
同
組
合

検
査
に
伴
う
検
査
指
摘
事
項

改
善
・
対
応
状
況
等
報
告
書

の
提
出
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
２
号　

出
資
の
減
口
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
３
号　

特
別
審
議
委
員
会
委
員

の
委
嘱
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
４
号　

名
誉
組
合
員
審
査
委
員

会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
５
号　

給
与
規
程
（
別
表
）
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

★
協
議
事
項

第
１　

令
和
２
年
度
決
算
及
び
令

和
３
年
度
予
算
の
実
施
方
針

に
つ
い
て

�

協
議
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8,934

9,504

9,728

9,449

9,745

9,181

8,909

9,294

9,042

9,827

9,480

9,945

9,702

9,242

9,709

10,104
10,015

9,732

9,532
9,699

9,288

9,867

令和３年度１月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000
生産乳量（2020年）

生産乳量（2019年）

704,367704,367

772,800772,800
847,220847,220

873,752873,752

710,556710,556

796,900796,900

536,957536,957

711,206711,206

674,513674,513

679,276679,276

537,350537,350

703,332703,332

736,238736,238

783,750783,750

732,188732,188

739,567739,567

725,340725,340

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

2019年度

2020年度

（ ）書きは前年度単価

1,050,000

1,000,000

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000
3/4 3/19 4/8 4/22 5/12 5/27 6/11 7/7 8/27 9/8 9/24 10/7 10/21 11/5 11/26 12/17 1/21 2/3 2/17

(824,040)(824,040) (857,520)(857,520) (648,478)(648,478) (758,160)(758,160) (662,548)(662,548) (631,092)(631,092) (692,570)(692,570) (798,820)(798,820) (785,400)(785,400)
(963,540)(963,540) (877,410)(877,410) (807,840)(807,840) (720,428)(720,428) (699,233)(699,233) (476,880)(476,880) (551,035)(551,035) (723,507)(723,507) (725,340)(725,340) (821,168)(821,168)

（円）
大　　樹

肉用牛（黒毛和種）

2020年度去勢

2020年度雌

2019年度去勢

2019年度雌
550,000

500,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/91/1212/811/1010/149/158/197/146/175/184/153/11

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

649,048649,048

670,993670,993 663,030663,030

624,610624,610
643,993643,993

689,534689,534 697,428697,428

641,649641,649

750,365750,365

840,125840,125

712,419712,419

819,290819,290

710,733710,733

655,954655,954

583,589583,589587,243587,243
598,969598,969

528,142528,142535,028535,028
555,780555,780

576,640576,640

522,206522,206
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

３
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

２
月
号
の
応
募
者
は
13
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

２月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ユ キ マ ツ リ
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
豊
里
）
佐

　
藤

　
　
　
勉
さ
ん

（
上
大
樹

）
髙
　
橋
　
秋
　
子
さ
ん

（
萠
和
）
阿
　
部
　
カ
ホ
ル
さ
ん

（
萠
和
）
米
　
谷
　
喬
　
学
さ
ん

（
歴
舟
）
遠
　
藤
　
広
　
司
さ
ん

（
双
葉
町

）
三
　
上
　
の
ど
か
さ
ん

（
振
別
）
瀬
　
川
　
勝
　
子
さ
ん

（
開
進
）
島
　
田
　
範
　
子
さ
ん

（
石
坂
）
今
　
村
　
邦
　
彦
さ
ん

（
上
中
島

）
宮
　
嶋
　
寿
美
子
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

②
速
度
違
反
の
交
通
取
り
締
ま
り
を
こ
う
言

う
こ
と
も

⑤
仏
様
の
頭
の
渦
巻
き

⑦
名
を
捨
て
て

を
取
る

⑧
お
清
め
に
も
使
う
調
味
料

⑨
円
を
描
く
と
き
に
使
い
ま
す

⑪
人
数
確
認
の
た
め
に

を
取
っ
た

⑫
ボ
ビ
ン
に
巻
い
て
ミ
シ
ン
に
セ
ッ
ト
し
ま

す
⑭
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
や
コ
ロ
ネ
、
マ
フ
ィ
ン
な

ど

⑮
コ
ウ
ゾ
や
ミ
ツ
マ
タ
の
繊
維
を
す
い
て
作

り
ま
す

⑯
花
よ
り
団
子
、
色
気
よ
り

な
の
で
す

⑰
三
蔵
法
師
の
旅
物
語
。
堺
正
章
主
演
の
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
も
あ
り
ま
し
た

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
桃
の
節
句
に
付
き
も
の
の
す
し

②
体
温
計
で
あ
る
か
ど
う
か
確
か
め
ま
す

③
理
科
で
学
ぶ
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
代
表

格
④
難
関
を

し
て
大
学
に
合
格
し
た

⑥
恥
ず
か
し
い
と
き
に
赤
ら
め
ま
す

⑨
萩
本
欽
一
と
坂
上
二
郎
の
お
笑
い
コ
ン
ビ
、

55
号

⑩
乳
液
や
化
粧
水
、
パ
ッ
ク
な
ど
を
使
っ
て

行
い
ま
す

⑪
「
元
気
で
留
守
が
い
い
」
と
言
う
人
も

⑬
友
人
と

も
な
い
話
で
盛
り
上
が
っ
た

⑭
円
周
率
を
表
す
ギ
リ
シ
ャ
文
字

⑯
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ウ
ド
は
主
に
こ
の
部
分

を
食
べ
ま
す
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振　別

角　倉　七　虹ちゃん (９歳)

石　坂

ク　オ　ンさん (26歳)

中　島

戸　枝　陽　菜ちゃん (11歳)


